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土曜日学習教室の紹介
せんせい

　2019年　新しい年を迎えて　
外国にルーツを持つ子どもたちの教育環境のいっそうの改善を！

スタッフ



私たちは、国籍や言語、文化の違いをお互いに尊重する社会を目指しています。
外国にルーツを持つ子どもたちの教育、とくに高校進学に力を注いでいます。
私たちが思い描く多文化共生社会とは、国籍や言語、文化、民族などの異なる人々が、互いの違いを認め、対等

な関係を築こうとしながら共に生きていく社会です。外国にルーツをもつ人々が、不当な社会的不利益をこうむ

ることなく、また、それぞれのアイデンティティを否定されることなく、社会に参加することを通じて実現される、

豊かで活力ある社会です。多文化共生社会を実現するためには、以下の 3 つの視点が必要だと考えます。

基本的人権の尊重
「ことば」「制度」「こころ」の壁に

起因する社会的不公平によって、

誰もが等しく持つ権利が損なわれ

る不公平を是正する

少数者への力づけ（エンパワメント）
自分の文化や言語を享受できる環境づ

くりや安心して自分を出せる居場所づ

くりにより、少数者自らが自分自身を

支えていく

社会へのアプローチ
「日本人」・日本社会が少数者の置かれて

いる状況を理解するとともに、多文化共

生社会の意味や大切さ、（大変さ・楽しさ）

を理解し、多数者である「日本人」も変

わり、少数者とともに生きていく

教育実態調査、多言語高校進学ガイダンス、「たぶんかフリースクール」の実践など、外国にルーツを持つ子どもた

ちの日本語・教科・高校進学支援を通して、外国にルーツを持つ子どもたちを正規の学校へつなげます。

私たちのビジョン

私たちのミッション
外国にルーツを持つ子どもたちの教育を受ける機会の拡大に努めます。

「たぶんかフリースクール」での日本語・教科・キャリアデザイン教育、行事・イベントなどを通して、外国にルー

ツを持つ子どもたちが日本の社会で各々の個性や能力を発揮できるようサポートします。

外国にルーツを持つ子どもたちがそれぞれの持つ個性や能力を発揮し、
日本社会で活躍できるような教育の実現に取り組みます。

講演やワークショップ、イベント、広報活動、教育実態調査、ボランティア機会の提供により、多文化共生の理念

を広く社会に広げます。

国籍、言語、文化の違いを認めてお互いを尊重する教育の実現に取り組みます。

私たちの取り組み
外国にルーツを持つ子どもたちが毎日通え、日本語や
教科を勉強できる学びの場を提供しています。
: たぶんかフリースクール
主に学齢超過生徒や母国で中学を卒業した生徒を対象に、高

校受検を目指した学習をサポート。荒川区内の中学校に通う

来日後間もない生徒への日本語指導。

外国にルーツを持つ親子へ、多言語で教育に関する情
報を提供しています
: 教育相談
: 多言語による高校進学ガイダンス

ボランティアとして多くの方に関わっていただく機会
を提供するとともに、子ども一人ひとりへきめ細かい
サポートを行っています。
: 子どもプロジェクト（学習支援）
毎週土曜日、中高生を対象に日本語や教科をボランティアが

一対一でサポート

: 親子日本語クラス
毎週土曜日、小学生以下の子どもへは日本語や学校の勉強、　

親へは生活に必要な日本語を一対一でサポート

多くの皆さんに知っていただくための
働きかけをしています
: 外国にルーツを持つ子どもへの教育実態調査
: 研修会・セミナー・ワークショップ等への講師派遣、
 人材育成、自主セミナー
: メールマガジン、ブログ、
 ニュースレター「みんぐる」の発行

@tabunka_tokyo

facebook.com/tabunkatokyo

http://tabunka.or.jp/
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－2019年　新しい年を迎えて－　

外国にルーツを持つ子どもたちの
教育環境のいっそうの改善を！

　多文化共生センター東京は、2005 年に「たぶんかフリースクール」を開校し、2006 年 5 月には、NPO 法

人格を取得し荒川区で活動を始めました。2019 年の今年は、15 年目を迎えます。学びたくても学ぶ場のない

外国にルーツを持つ子どもたちの学びの保障と改善を目指し、子どもたち、応援いただいた多くの皆さまと共に

歩んできた 15 年間です。

　1 月 6 日付の毎日新聞記事「全国 100 自治体を対象にしたアンケート調査」によれば、日本で住民登録し、

小中学校の就学年齢にあたる外国籍児童の約 2 割の 1 万 6 千人が、学校に通学していることが確認できない「就

学不明」の状況があること、さらに自治体の多くは、外国籍の子どもは日本国民でないため、義務教育の対象外

ということで就学状況の確認をしていないと報じています。

　多文化共生センター東京には、毎年、日本語や手続き等の問題で、学校に入れない子どもたちの切実な相談が、

さまざまな地域から寄せられており、義務教育年齢であっても教育に繋がっていない子どもたちがいることは事

実です。国際人権規約、子どもの権利条約の批准国である日本は、国籍を問わず日本に住む全ての子どもの学ぶ

権利を保障し、じゅうぶんな環境を創ることを実行しなくてはなりません。日本国民でないことを理由に、就学

状況も確認されず、子どもたちが放置されることのないよう、子どもたちが夢に向かって進むことができるよう、

団体として多くの皆さまと連携、協力していきたいと思います。

　本年も、どうぞ、よろしくお願いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　代表理事　枦木　典子

≪文部科学省≫　外国人の子どもの公立義務教育諸学校への受入について　
・外国人の子どもには、我が国の義務教育への就学義務はないが、公立の義務教育諸学校へ就学を希望する場　

　合には、国際人権規約等も踏まえ、日本人児童生徒と同様に無償で受入れ。

・ 教科書の無償配付及び就学援助を含め、日本人と同一の教育を受ける機会を保障。

第二十六条　すべて国民は、法律の定めるところにより、その能力に応じて、ひとしく教育を受ける権利を有する。

　2  　　すべて国民は、法律の定めるところにより、その保護する子女に普通教育を受けさせる義務を負ふ。

　　　　　　義務教育は、これを無償とする。

国際人権規約（A 規約）（昭和 54 年 8 月 4 日条約第 6 号）（抄）

第十三条　　一　この規約の締約国は、教育についてのすべての者の権利を認める。

　　　　　　二　この規約の締約国は、一の権利の完全な実現を達成するため、次のことを認める。 

　　　　　　（a）初等教育は、義務的なものとし、すべての者に対して無償のものとすること。

児童の権利に関する条約（平成 6 年 5 月 16 日条約第 2 号）（抄）

第二十八条　一　締約国は、教育についての児童の権利を認めるものとし、この権利を漸進的にかつ機会の平等を基

　　　　　　礎として達成するため、特に、 

　　　　　　（a）初等教育を義務的なものとし、すべての者に対して無償のものとする。

　　　　　　（b）種々の形態の中等教育（一般教育及び職業教育を含む。）の発展を奨励し、すべての児童に対し、

　　　　　　これらの中等教育が利用可能であり、かつ、これらを利用する機会が与えられるものとし、例えば、

　　　　　　無償教育の導入、必要な場合における財政的援助の提供のような適当な措置をとる。

【参考】日本国憲法　※一部記載
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　参加は自由、事前の出欠連絡も不要、ボランティアも学習者も。 2001 年から続い

ている土曜日の教室は、ゆるーく、つながっています。でも、しっかりつながっても

います。 ゆるくてしっかり、矛盾しているようですが、それが土曜日の良さです。

　 「親子日本語クラス」「子どもプロジェクト」、毎回あわせて 15 名を超えるボラン

ティアさんが集まってくれます。年齢やお仕事、参加頻度・・・みんなバラバラ。

でも共通していることは、「子どもたちを応援したい」という気持ち。

　 「親子日本語クラス」「子どもプロジェクト」、毎回あわせて 20 名近くの学習者さ

んが集まってくれます。年齢や出身地、来日の経緯・・・みんなバラバラ。共通して

いることは、・・・ない。「学びたい」「友だちに会いたい」「母語でおしゃべりしたい」「仕

事の面接に備えたい」。目的はいろいろだけど、しっかり受け止めるボランティア　

さんがいる。目的はいろいろだけど、寄り添い応援することはできる。「ゆるくてしっ

かり」が不思議にバランスしている土曜日の教室をご案内します。すこしでも興味を

持っていただければうれしいです。（子どもプロジェクト　ボランティアリーダー　風間）

土曜日学習教室の紹介

Q1.  もっときれいな日本語を話したいからです。娘も日本語がまだわからな　

　　いので、たぶんかでたくさん友達をつくって、日本語が話せるようになっ

　　てほしい。

Q2.   7 月にある日本語能力試験 2 級に合格すること！！

藤江くん（中 2）

ルーツ：中国

学習歴：1 年 6 か月

Q1.   日本語を勉強したいからです。たぶんかの楽しいところは、お喋りしたり、遊んだりすること

　　です。日本語でいろんな人と話すだけでも楽しいです。　　　

Q2.   日本語をスラスラにしゃべりたい。筋トレも頑張りたい。勉強だけ頑張りたくない。

　　（※本人の言葉そのままを掲載）

トゥイさんとＭちゃん（5 歳）

ルーツ：ベトナム

学習歴：5 か月

ファティマさん（中３）

ルーツ：パキスタン

学習歴：1 年 6 か月

Q1.  日本語を勉強するためです。あとは、いっぱい外国人の友達がつくれるか

　　らです。友達に会いたいから来ることもあります。

Q2.  4 月から高校にはいって、毎日ちゃんと勉強して、3 年で高校を卒業した

　　いです。7 月にある日本語能力試験 2 級にも挑戦する予定です。

学習者に聞きました！
Ｑ1．なぜ「たぶんか」に来ていますか？　Ｑ2．新年の抱負は？

親子日本語クラス（小学生と保護者対象）で
新年最初のクラスで新年の抱負を書きまし
た！

中国 57

シリア　2

ベトナム　5

フィリピン　6

ネパール　7

日本　10

タイ　3

インド　4

台湾　5

アメリカ　3

ロシア　2

カナダ　1

ルーマニア　1

ミャンマー　1

学習
登録者
107 名

国籍別学習者　※フィリピンは日本との二重国籍者を含みます。

子どもプロジェクト（中学生以上対象）では、

高校入試に向けて、面接練習が始まっています。

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　
新
年
の
抱
負
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高橋さん　（70 代）

ボランティア歴：4 年

福田さん

ボランティア歴：15 年

ボランティアさんに聞きました！
Ｑ1．「たぶんか」でのボランティアの魅力は？　Ｑ2．新年の抱負は？

20 代　41
参加者

89 名

年代別ボランティア参加者　

10 代　4

30 代　9

40 代　10

50 代　10

60 代　10

未回答　8

Q1. いろんな人がボランティアをしていて、皆さんと交流する中で、新しい知見や刺激、　

　　気づきをもらえること。あとは、子どもたちが育っていく過程が見れること。15 年も

　　やっていると、昔に出会った子はもう立派な社会人になっていたり、結婚していたりす

　　る。あ～こうやって人って成長していくんだと、長いスパンでの変化が見れることが、

　　長く関わったときのメリットですね。

Q2. 健康に気をつけて、元気に生活していくこと。あとは、新しいこと、今まで疎かになっ

　　ていたことにきちんと取り組んでいきたいなあ、と思う今日この頃です。

Q1. 若い子たちの急速な伸びを目の当たりにできること。これは大きな楽しみですね。

　　もう一つは、たぶんかに関わり始めて、少し優しくなったと思います。国や人の「違い」に対

　　して寛容になりました。会社勤めの時に海外に頻繁に行っていましたが、ある地域の人たちに

　　は引け目を感じ、ある地域の人たちには少し上から目線になっていたと思います。でも、たぶ

　　んかの外国から来た子どもたちを見ていると、日本の子どもとあんまり変わらない。日本語は

　　まだまだだけど、みんな努力している。何を国や人種の違いなどの小さいことに囚われていた

　　のだろう、と思います。もちろん、ここにはいろんな国の子どもがいるから、日本人とは違う

　　考え方があって大変なときもある。でもその「違い」が魅力でもありますね。

Q2. 日野原重明さんの言葉に、「鳥は飛び方を変えることはできない。しかし人間はいつからでも

　　生き方を変えられる。」とあります。ちょうど 70 歳になったので、何かちょっとでも良い方

　　向に変えられるものに気が付いたら、それをやってみたいですね。

Q1. ボランティアの度に担当する学習者が変わるので、いろんな人と出会うことができると　

　　ころです。毎回、相手の人がどんな理由で日本に来たか、どんなことを学びたいのかを

　　聞いたうえで、自分なりに提案して日本語を教えたり、一緒になって遊んだりしています。

　　この間、インドから来た大人の方を担当しました。彼女は団地で他のお母さんたちとの

　　交流に悩みを持っていたのですが、「あなたとだったら話が通じて楽しい」と言ってくれ

　　ました。自分でも何かしらの貢献ができていると感じられて嬉しかったです。

Q2. 納得した会社に入れるように、全力で就活に取り組みたいです。たぶんかでのボランティ

　　アもしっかり続けていきたいです。
中戸川さん　（20 代）

ボランティア歴：4 か月

　今年度の土曜日学習教室では、８９名ものボランティアさんが活動に参加してくれました。（2018 年 12 月末時点）

ほぼ毎週参加してくださる方もいれば、月に 1 回、半年に 1 回など、自分のペースで続けている方も多いです。学習者が

増えているなか、ボランティアさんの力なくしては続けることができない土曜日の教室。活動に興味を持たれた方は、ぜ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ月に 1 回開催しているボランティア講座にご参加ください！　

   今後のボランティア講座予定（2019 年度の前期分まで）

　2 月 9 日、　5 月 11 日、　6 月 8 日、7 月 13 日、8 月 10 日

　※全て土曜日の 13 時～ 15 時

★活動場所

　荒川区荒川 4-19-1　2 階　

　※荒川校のみでの活動です。

★土曜日の活動時間

　親子日本語クラス　　13 時～ 15 時

　子どもプロジェクト　15 時半～ 17 時半
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 翁　羽翔（うぇん　ゆうしゃん）さん

　私は日本と上海の両方の地で育ちました。中国人

の両親のもと日本に生まれ、小学 5 年生までは日本

に滞在し、その後上海に数年滞在し、そして日本に

戻りました。日本に戻った後は、すぐに「たぶんか

フリースクール」に入って勉強しました。たぶんか

を卒業した後は、高卒認定を取得し、上智大学に入

学しました。大学生活ではダンス、バイト、インター

ン、サークル活動など様々なことを経験する中で、

多くの人々と関わり、刺激を受ける日々を過ごして

います。おかげで人を知る楽しさを覚え、自分から

積極的に人と関わる性格に変わったと自覚していま

す。

　3 年の冬になった今は就職活動を始めています。

私は将来どのようなことをしたいのか、どのような

会社で働きたいのか、日々悩み続けました。最終的

に働くとは何かを考え抜いた結果、「はた（そば）楽」

という文字に考え、そばにいる人を楽にさせたいと

いうことに至りました。そこで会社を選ぶ際に大事

にしたい二つの軸を見つけました。福利厚生が充実

していることと、経験やスキルを身につけさせてく

れることです。

　私は大学受験の時に、家が母子家庭だったために

お金が無く、予備校に行きながら居酒屋でバイトし

て、受験料を稼いでいました。この経験が辛かった

ので、将来生まれてくる子どもや結婚相手には余分

な苦労はさせたくなく、働く会社の福利厚生は大切

だと考えました。

　また、現在多文化共生センター東京でインターンを

しており、働く中で様々な問題があることを知りまし

た。例えば少し前にヤフーニュースにも載りましたが、

外国籍の中学生は義務教育の対象外のため、家庭の事

情で中学に行かない子がいます。そしてそのまま中学

を卒業せずに社会に出るため、後々になって苦労する

ケースがあります。そのような大人になってほしくな

いため、もっとこのような問題を社会全体に知ってほ

しい。自分に社会的な経験やスキルがあれば、もっと

世の中に知ってもらえる手段や方法を考えられるの

に、と悔しい思いをした経験から、早期の内に様々な

経験を積ませてくれる会社に行きたいと思いました。

　今は商社、保険、不動産業界のインターンに応募し

ながら、OBOG 訪問をしています。現場の社員のお

話しを直に聞き、自分の将来のキャリア形成について

考えるようにしています。就職活動は辛い面も多々あ

ります。頑張って書いたエントリーシートを落とされ、

面接でダメだったことなど日常茶飯事です。しかし自

分の人生を振り返り、多くの企業を見ることは今後

中々できないことなので、負けずに頑張っていこうと

思います。周りの人達を楽にさせるために！！

　    　       

　　　　　　多文化共生センター東京事務局　インターン

ボランティアさんに聞きました！
Ｑ1．「たぶんか」でのボランティアの魅力は？　Ｑ2．新年の抱負は？
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　2018 年 8 月から「たぶんかフリースクール」荒川校で英語の講師として

勤めている飯野啓です。私は高校の時に 1 年間、アメリカの現地校に通って

いました。当初、自分は空気のような存在で、誰も私の姿が見えてないのかと

思うほど学校になじむことができませんでした。その中で、外国人生徒のため

の学習支援の先生や、第二言語の英語クラスで同じような悩みを持つ友達の存

在により、ようやく学校の中で自分の存在意義を感じることができました。こ

の経験から外国から移住してきた子どもにとって、安心する居場所や信頼でき

る人間関係の形成を支援したいという思いからたぶんかフリースクールに興味を持ちました。

　9 月から英語のクラスを受け持ち、フリースクールで教えることの難しさを感じることもありますが、授業や

授業外で生徒たちと関わることには楽しさを感じています。授業の合間にやっているゲームをやらせてもらうと、

生徒は片言の日本語で必死にルールを教えてくれようとすることもありました。また、鎌倉の遠足など、イベン

トで生徒とかかわると、次の週からにこっとあいさつをし合うようになりました。会話ができなくても、コミュ

ニケーションがとれ、関係を作れることに驚いています。生徒たちは、フリースクールの先生たちと関係を作る

ことを求めていることも感じ取れます。これからも、英語のクラスの学習に活かせるよう、まずは生徒たちとの

関係作りを大切にしてやっていきたいと思います。どうぞこれからもよろしくお願いいたします。

  

  

　杉並校で教務を務める信田将臣です。突然ですが、杉並校で過ごすなか、日々

迷い、わからないことがあります。それは「どこまで生徒にかかわらないか」、

です。その境目を見定めるのは難しく、自分にとって非常に悩ましい問題です。

　例えば、いま目の前に一人の生徒がいます。数学の問題に挑み、「わからない」

と言っています。答えを確認すると、途中で符号を書き間違えているのがわか

りました。さて、これをそのまま伝えるべきか、あるいは自力で気づけるよう

に助言するのが適切なのか。おそらく僕は後者を選びますが、その場にいざ立

ち会うと、その都度この問題に悩まされます。つまり、こちらの想定とは違う方向へ生徒が進んでしまうことが

不安なのだと思います。

　しかし、それを防ぐために事前に用意しすぎることもしたくありません。そこにあるのは、あくまで僕の見方

であり、生徒には違う方を選んで迷う余地すらなくなってしまいます。僕の見方があって、生徒の見方があって、

その違いに気づいたら、そこからは当人の問題になるのがよいと考えるからです。僕も生徒も、一方的な決めつ

けなしに、迷う余地がきちんとあることが、広い意味で「たぶんか」な状態にあるということではないかと、こ

の頃は思います。この悩ましい迷いもおそらく、お互いの違いに気づける状態を保つことに繋がっているのでしょ

う。

　ちなみに、遅刻は迷わず注意します。ただし、まずは理由を聞いてから。

     飯野　啓 さん

　　

せんせい

     信田　将臣 さん

スタッフ
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〈たぶんかフリースクール荒川校〉

　

　

　　　　

　2011 年３月まで公立中学校の理科教員として勤

務していましたが、多文化共生センター東京から声

をかけていただき、2015 年から数学と理科を担当

させていただいています。

　入校時の数学のプレテストの結果でクラス分けし

て授業を開始しますが、途中で新規生徒の入室が

あったり、能力の違いや日本語の習熟度の違いで、

年の途中でクラス分けを見直すことがあります。現

在は１クラス 10 名前後で、４クラスで編成されて

います。

　数学の能力は生徒１人１人で大きく違います。そ

こで「たぶんかフリースクール」の数学科講師が編

集した「数学用語集」を配布し、日本の学校で学習

する内容を教えています。今年度はこんな光景が見

られました。英語圏の国で学習してきた女子生徒の

用語集には多くの付箋が貼られており、漢字圏の国

出身の男子生徒に教えてあげていました。また、英

語圏の国出身の男子生徒には中学３年で学習する内

容について用語集を使って説明し、問題を解かせま

した。少しずつですが問題を解けるようになってき

ています。受験を控えた今、彼、彼女らは慣れない

日本語と格闘しながら頑張っています。（佐藤）

  
 

　　　　

＜たぶんかフリースクール杉並校＞

   

＝杉並校　新人英語講師より＝　

　我も我もと発言する子どもたち、笑いの絶えない

教室、子どもたちと常に視線を合わせて語りかける

先生たち。「たぶんか」は昨年 3 月まで勤務してい

た高校とは全くの「いぶんか」ですが、この雰囲気

に助けられて私もともに楽しく学んでいます。

　12 月から子どもたちは新しい英語クラスでそれ

ぞれの目標に向かって頑張っています。英語Ⅰでは

エッセイライティングに取り組んでいます。最初は

ただ思いつくままに書いていたのが、ブレインスー

ミングの重要性、パラグラフの構成法等を学んだこ

とで、少しずつ英語の論理に従って書けるように

なってきました。まだまだ改善の余地はありますが、

きっと素晴らしい書き手になることでしょう。

　英語Ⅱでは過去問なども使用して、英語の実力を

答案に反映させるために欠かせない日本語の指示文

の理解や英訳・和訳等にも力を入れていますが、日

本語学習の成果と重要性を実感しているようです。

　英語Ⅲでは入試はもとよりその後の進路において

不可欠な基礎力の定着を目指して学習を続けていま

す。だんだん自信をつけている様子が声の大きさに

表れています。残された時間は限られていますが、

子どもたちも私たちも焦らずたゆまず努力していき

ます。Yes, we can.　（水田）
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　12 月の補充指導教室は小学生 2 名と中学生 3

名が勉強しています。ほとんどの生徒が来日して

3 か月以上がたち、最初の緊張状態がほぐれてそ

れぞれの子の個性が出てきました。学校で耳にし

た日本語の意味を聞いてきたり、自分の生活につ

いていろいろな話をしてくれたり、いつもにぎや

かです。

　そんな元気いっぱいの生徒たちですが、定期テ

ストの後は少しションボリしていました。まだ問

題文の日本語も理解できないので仕方ないとはわ

かっていても、母国では目にしたことのない点数

が返ってくると落ち込んでしまいますよね。せめ

て補充指導ではたくさん「よくできたね」と声を

かけて、彼、彼女らのがんばりを気持ちのうえで

もサポートしていきたいと思っています。

　新年も冬の夜の寒さに負けず、「できた！わかっ

た！」の熱気で教室をあたためていきたいです。

（中野）

〈ハートフル 荒川区日本語適応指導事業〉

　12月15日に、親子日本語クラスと子どもプロジ

ェクトでクリスマス会を実施しました。今年も多く

の先生やボランティアの方にご協力いただき、また

ギャップジャパン株式会社からも厚くご支援いただ

いたおかげで、参加者は親子日本語クラスで学習者

22名、ボランティア16名の計38名、そして子ども

プロジェクトでは学習者54名、先生・ボランティア

25名の計79名と、盛況のうちに終えることができ

ました。

　親子日本語クラスの会は、歌やビンゴで盛り上が

りました。印象的だったのは学習者からのメッセー

ジの朗読で、始まる前に書いたカードをもとに、数

名に日本語で発表してもらいました。最初は恥ずか

しそうでしたが、それぞれの気持ちのこもった発表

に、最後は全員に大きな拍手が送られました。

　にぎやかな親子日本語クラスの会と比べ、子ども

プロジェクトの会は落ち着きのあるものでした。見

どころはフリースクール生による白雪姫の劇で、そ

れぞれ役になりきり、会を大いに盛り上げてくれま

した。劇の後、練習の成果を出せた生徒は満面の笑

みでした。どちらの会にも共通していたのが居心地

の良さで、各自が思い思いの形で過ごせる空間であ

るのが土曜日の魅力であることを再発見できまし

た。（信田）

〈クリスマス会の報告〉



ボランティアの

8

　親子日本語クラスにボランティアとしてデビュー

したての私は毎回、今日はどんな小学生かしら、大

人の方かしらとドキドキとワクワク感を心にセン

ターに向かいます。

　まだ日本の小学校生活に慣れない彼はほんの小さ

な声しか出しません。会話の内容は理解出来ている

にもかかわらず首を横と縦に動かすのがコミュニ

ケーション手段のほとんどでした。音読を楽しむた

めに絵本を持参して一緒に挑戦して 1 か月、ニッ

コリとほほ笑む顔を見ることが出来ました。私も思

わずニコリ、これが彼から頂いた初めてのご褒美で

した。

　明るい性格の彼女は何とか娘の幼稚園のママ友を

作りたいと会話の上達と日本語能力試験に挑戦した

いと希望を持って学習をしています。お悩み事をト

ピックにお話を聞きながら会話を進めます。私も改

めて日本語教育入門書を読み進めて勉強せねばと思

いました。数週間ぶりに会った彼女は会話が上達し

ていました。思い切ってアルバイトを始めたそうで

す。彼女の前向きな一歩前進に大きなエールを送り

ました。ボランティア初心者で頼りない私も、嬉し

い喜びのエールを戴いた気持ちになりました。

　就学前の子どもたちから成人の方々まで、求めら

れる知識等も多岐にわたりますが、お互い？様に学

び合い、エールを送り合いながら共に楽しい時間を

過ごし、出来る事なら少しでもお役に立てるように

励みたいと思います。（山田）

子どもプロジェクト
　

　子どもプロジェクトの活動に参加させていただいて

いる時、いつも緊張してしまいます。今週はどんな子

と出会えるのか、うまくコミュニケーションが取れる

のか、どんな教え方をすればその子にとってわかりや

すいのか…。ここ最近は、毎週新しい子が来るように

なっていて、しかもどの子も来日して長くは経ってい

ません。初対面の時、年齢にかかわらず、顔からは緊

張や不安があふれ出ています。そして私の緊張と相ま

って、まるで机の周りがどんよりした雲に覆われてい

るように感じます。

　「このままでは授業どころか、コミュニケーション

すら取れないじゃない！」手元のファイルには学習者

のことが書かれていますが、それだけでは彼、彼女ら

がどんな人で、今までどんなことを経験してきたのか

はわかりません。これでは信頼を得ることも、うまく

授業を運ぶこともできません。

　ですので、私はいつも最初に、こう話しかけてい

ます。「授業を始める前に、まず君のことが知りた

いな。君のことを少し教えてくれたら、私のことを

なんでも教えてあげる。」

　少し時間をかけますが、彼、彼女らの言葉に耳を

傾けました。犬が苦手。3歳からピアノを習っていま

した。大変でした。母国にいた時の学校の先生が嫌

い…。自分のことを話しているうちに、彼、彼女ら

の顔からはだんだんと緊張がゆるみ、代わりに笑顔

が浮かびあがるようになりました。そして彼、彼女

らから少し信頼されているように感じ、私もホッと

しました。その笑顔のために、そして彼、彼女らの

これからの新生活のためなら、私はまたこの緊張と

ドキドキをいくらでも味わいたいと思っています。

（呂）

日本語クラス
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多文化共生センター東京の事務局スタッフが多文化共生センター東京の毎日を Facebook に投稿しています。

たくさんの「いいね！」を頂いた記事をここでご紹介させていただきます。

のかたが「いいね！」を押してくれました。

12月 8  日

  
12 月、第 1 週目！校舎のまわりにあるイチョウの

木々から、最近になって落葉がはじまり、休み時間

にはその落ち葉を使ってお互いにイタズラしあって

楽しむなど、今週も大いに学校生活を楽しんでいま

した。授業では、早口言葉のような詩を使って、日

本語の言い回しになれる練習を行いました。「いるか

いるか　いないかいるか・・・」

みんなで練習した後に一人ずつ発表する時間があり、

区切る部分に線を入れてわかりやすくしてみたり、

うまく言えないところだけ何度も繰り返し言ったりするなど、それぞれ工夫をこらした練習を

して発表にのぞみました。本番になって、いつもの調子を出せずに少し失敗してしまった生徒

もいましたが、スラスラとうまく言えた生徒は、とりわけ大きな喝采を浴びて、その日のヒー

ローになっていました！（一部抜粋）

これからも Facebook に多文化共生センター東京の日常を投稿していきます。

皆様「いいね！」をよろしくお願いします。

 30 人

facebook.com/tabunkatokyo

多文化共生センター東京のできごと

 52 人 のかたが「いいね！」を押してくれました。

11月 17  日

  
たぶんかフリースクール荒川校では、あるクラ

スで、世界一大きい鳥であるダチョウの話を勉

強していました。ダチョウの特徴を読み進めて

いくうちに、「絵を描いて！」ということになり、

一人の生徒が丁寧にきれいに描いてくれました。

「今日は消さないで！」ということだったので、

写真として残しましたよ！日本語を通して、世

界をどんどん広げていってほしいです。先生達

はいつでもサポートします！（一部抜粋）


